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長野市公文書館は、新型コロナウイルス感染防止対策として、1.座席数を減らし間隔を空ける 2.受付に飛沫 

感染防止用のアクリル板の設置 3.テーブル、ドアノブのアルコール消毒や換気を定期的に行う等感染防止に 

努めています。また、来館者の皆様には、マスクの着用、入館時の手指のアルコール消毒をお願い申し上げ 

ております。ご協力をお願いいたします。 

 

 

現在長野市には、豊野町中央公民館広場の蒸気

機関車 9646（9600 型、愛称キューロク）をはじめ、

ＪＲ長野工場・篠ノ井支所南側・長野市後町ホール

西側（旧後町小学校跡）等に蒸気機関車が保存展示

されています。子どもも大人も地域にゆかりの機関

車に見て触れて親しむことができます。 

昭和 40 年代、長野県下でも地域で活躍した蒸気

機関車が各地で保存展示されました。日本国有鉄

道（以下国鉄）では、輸送力増強や安全性・快適性

の向上を図るため、新幹線網の拡大を始め、在来線

でも線路の複線化や信号の改良、動力のディーゼル

化・電化等が進められていきました。蒸気機関車は

全国各地に再配属されますが、やがて老朽化も進み

最後の任を果たすと引退し解体されました。国鉄で

は、地方公共団体・公益法人等を対象に、親しまれ

由緒ある蒸気機関車を教育等に役立てるための保

存展示資料として無償貸付したのです。 

 

 

豊野町（平成 17 年長野市へ合併）では、昭和 46

年(1971)11 月 25 日長野鉄道管理局に申請、翌年 5 月

8 日承認され、5 月 26 日豊野駅南ホームにて引き渡

し式が行われました。町民が見守る中、道路上を350

ｍほど輸送されて設置。6 月 15 日豊野中央公民館の

完成式で披露されました。 

展示の蒸気機関車は形式番号 9646、大正 3 年

（1914）12 月川崎車両製造、重量は機関車 54.8t・

炭水車 14.5t、全走行距離は 232 万 2147 ㎞（地球約

58 周）、動輪が 4 軸あります。山間路線や貨物輸送

等で力を発揮し、木曾福島機関区を皮切りに、函館・

福知山・品川・直方・秋田・山形・直江津等各地へ

配属され、直江津機関区では昭和 24 年から 44 年ま

での 20 年間活躍し、昭和 46 年 12 月に引退しまし

た。この 9646 は、国鉄映画「蒸気機関車 その百

年」にキューロクの代表として出演しています。 

信越線・飯山線が町域内を走り国鉄関係者が多か 

った豊野町にとって、9646 の展示は町の新しい中 

央公民館完成に花を添える格好のものでした。 

なお、蒸気機関車 9646 は、平成 16 年 12 月 22 日 

に東日本旅客鉄道株式会社（JR 東日本）より、豊 

野町に無償譲渡されて現在に至っています。 

 

←豊野町中央公民館広場に設置された 

9646 (資料番号 N212 ト 4) 

 豊野町のキューロク 

「昭和 47 年度 教委 社会教育 蒸気機 

関車無償貸与」(旧豊野町役場3昭 157)→ 
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【活動記録】                

・3/4  長野県史料協理事会 出席    

・3/16、17 非現用文書調査 

    

・ 

 

長野市公文書館便り第 45 号         令和 3年 4月 15 日 

  

※表記されている番号は資料番号です 

長野市公文書館 
所 在 地 〒380-0928 長野市若里六丁目６－２ 長野市若里分室内 

電 話 ０２６－２２４－０７０１  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２２４－０７０２    
Ｈ Ｐ http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/ 又は  長野市公文書館 で検索 

E - m a i l shomu-9@city.nagano.lg.jp 

開館時間 午前 9時から午後 5時（閲覧申込みは午後 4時 30 分まで） 

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日 年末年始（12月29日～1月 3日） 

 

【公開資料】・真光寺区有文書 2 13 点、中御

所村文書 2  570 点 ・行政刊行物 102 点            

   

 

 

今回紹介するのは「花押(かおう)」です。花押は 1000年も前 
から日本にある文化で、名前の一部等を図案化したものです。 
身分の高い人が、自署の代用として用い、有名な戦国武将な 
どはいくつもの花押をもっていました。①は、専門の人に作っ 
てもらった事が伺えるもの、②は袋の外側に書かれているも 
のです(どちらも江戸時代)。 
その後、花押から印章で本人自署を証明するようになり、庶 

民でもハンコを持ち始めました。所謂「ハンコ文化」「ハンコ社 
会」が定着していきました。(③、④) 
しかし、新型コロナウイルス感染症流行により、非接触、テ

レワーク等が推奨されるなかで、日常生活においてハンコの
出番は減ってきました。 

  長野市役所でも、既に押印や署名の廃止を進めています。 
会社にロゴがあるように、個人のロゴとして花押や印章を芸 

術や趣味の方面で日本の文化として残したいですね。 
 

 

 

『市誌研究ながの』28 号発刊！ 

お求めは公文書館で。 

郵送でもご購入できます。（送料別途 

頂きます）電話で問い合わせ下さい。 

↓①古 177-1-84 

↑②古 59-614 ↑③古 111-3-611 

↓
④
古
111-

3
‐
398 

頒布価格 1,700 円(税込) 

http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/

